
３-４ ホーンセクションの
エクスプレッション
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エクスプレッションの基本

音の抑揚をコントロールするパラメータ。ベロシティとは違い、打鍵時のみならず

発音中も断続的に音量をコントロールできるのが特徴。クレッシェンドやデクレッ

シェンドなど、発音中に音量をコントロールしたい場合は、原則としてエクスプレッ

ションを使用する。（音源によってはモジュレーションホイールを使うことも。）
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エクスプレッションの効果

ノート

エクスプレッション
（MIDI CC11）

音量の推移
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エクスプレッションの効果

エクスプレッションはトラックの音量をコントロールすることでフレーズの抑揚を表

現するもの。MIDIボリュームと混同しがちだが、それぞれ以下の役割で使用する。

⚫ MIDIボリューム（MIDI CC#7） = 各トラックのフェーダーバランスを調整するもの

⚫ エクスプレッション（MIDI CC#11） = トラック内の抑揚をコントロールするもの
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ホーンセクションでよく使う
エクスプレッション活用法
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クレッシェンドとデクレッシェンドの表現

エクスプレッションによる抑揚の表現といえば、やはり「クレッシェンド」と「デクレッ
シェンド」。エクスプレッションカーブの形状によって得られるサウンドに違いが出
るため覚えておこう。
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フォルテピアノ〜クレッシェンドの表現

ホーンセクションでよく使われる表現のひとつとして、フォルテピアノ〜クレッシェン

ドがある。フォルテで力強く発音したあと即座にピアノまで音量を落とし（fp）、そこ

からクレッシェンドするテクニック。ここぞというポイントで効果的に活用しよう！
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フォルテピアノ〜クレッシェンドの表現
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マルカートの表現

マルカートとは１つひとつの音をはっきりと演奏する奏法のこと。歯切れの良い明
瞭なフレーズを演奏するためには欠かせないものとなっている。マルカートを表現
するには、１つひとつの音をエクスプレッションで明確に区切って打ち込むと良い。
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アクセントの表現

前述したマルカートの表現方法を応用してアクセントを表現することもできる。アク
セントとは、いわば「アタック感の強いマルカート」のようなもの。マルカートの表現
に加えて、ベロシティによるアタック感をプラスすることで簡単に実現できる。
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テヌートの表現

マルカート状態からエクスプレッションを完全に除去することでテヌートを実現でき
る。タンギングによる音のスキマができることを考慮して、１つ１つの音にインター
バルを設ければ、それだけでテヌートの打ち込みが完成する。
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